
― 3 ―

参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

晨し
ゅ
ん

粥し
ゅ
く

満
堂
に
香
る

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

芳
草
春
を
惹ひ

い
て
還
る

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 5 ―

（２月 10 日締切）

条 幅 規 定 A部（準五段以上）

【
今
月
の
課
題
】

「
然
後
知
逹
學
之
爲
貴
而
弘
衜
之
由
人
也
國
子
祭
」（
18
字
）

【
今
月
の
課
題
】

�

「
上
沐
礀
寺
後
峪
柬
史
楊
諸
君
子
忘
此
群
生
動
禽
言
亦
」（
20
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

矣□
哉
。
然
後
知
逹
學
之
爲
貴
。
而
弘
衜
之
由

人
也
。
國
子
祭
酒
楊
師
衜

（
大
い
な
る
）
か
な
。
然し

か

る
後の

ち

学
に
達
す
る
を
貴と

う
と

し

と
為
し
、
道
を
弘ひ

ろ

む
る
は
人
に
由よ

れ
る
を
知
る
な
り
。

国
子
祭
酒
楊よ

う

師し

道ど
う

（
ま
こ
と
に
大
い
な
る
こ
と
よ
。）
そ
う
し
て
の
ち
、
は
じ
め
て

学
問
に
通
達
し
て
い
る
こ
と
の
貴
さ
、
道
徳
を
弘
め
る
の
は
人

材
に
よ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
国
子
祭
酒
楊よ

う

師し

道ど
う

虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
唐
）　
『
孔こう
子し
廟びょう
堂どう
碑ひ
』
⑨

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く

段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い



― 6 ―

『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

義ぎ

之し

（
東
晋
）

条 幅 規 定
【
今
月
の
課
題
】「
永
和
九
年
歲
在
癸
丑
暮
春
之
初
會
于
會
稽
山
隂
」（
18
字
）

（２月 10 日締切）

永
和
九
年
。
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
。
會

于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事

也
。
羣
賢
畢
至
。
少
長
咸
集
。
此
地

有
崇
山
峻
領
。
茂
林
脩
竹
。
又
有
淸
流
激

湍
。
暎
帶
左
右
。
引
以
爲
流
觴
曲
水
。

列
坐
其
次
。
雖
無
絲
竹
管
弦
之

永
和
九
年
。
歳と
し

は
癸き

丑ち
ゅ
う

に
在あ

り
。
暮

春
の
初
め
、
會か
い

稽け
い

山さ
ん

陰い
ん

の
蘭ら
ん

亭て
い

に

会か
い

す
。
禊け
い

事じ

を
脩お
さ

む
る
な
り
。
群

賢
畢
こ
と
ご
と

く
至
り
、
少
長
咸み

な
集
ま
る
。

此こ

の
地
崇す
う

山ざ
ん

峻し
ゅ
ん

領れ
い

、茂も

林り
ん

脩し
ゅ
う

竹ち
く

有
り
、

又ま

た
清せ

い

流り
ゅ
う

激げ
き

湍た
ん

有
り
て
、
左
右
に
映え

い

帯た
い

す
。
引
い
て
以も
っ

て
流り
ゅ
う

觴し
ょ
う

曲き
ょ
く

水す
い

を
為な

し
、
其そ

の
次じ

に
列
坐
す
。
絲し

竹ち
く

管か
ん

弦げ
ん

の
盛
無
し
と
雖い
え
ど

も
、

Ｂ部（四段以下）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
下
さ
い



―
7
―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

参
夾
輔
王
室

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

曹
参
王
室

3

3

3

を
夾
輔

3

3

せ
り

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

曰
王
者
純
和

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

曰3

う
、「
王
者
純
和

3

3

3

3

に
し
て
、

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（２月 10 日締切）



― 8 ―― 9 ―

条 幅 参 考 手 本

主
幹　

菅　

野　

翠　

濤

　

靑
靑
園
中
葵

　

朝
露
待
日
晞

　

陽
春
布
德
澤

　

萬
物
生
光
輝

朝　

平　

霞　

山　

先
生

　

小
園
春
雨
後

　

碧
草
弄
輕
寒

　

花
片
無
煩
埽

　

新
泥
尙
未
乾

　
　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

　
　
　
　
　
皆
様
の
ご
清
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
限
会
社
　
北
日
本
書
芸
院



― 8 ―― 9 ―

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（２月 10 日締切）

大　

井　

岳　

陵　

先
生

　

東
風
吹
江
水

　

花
開
照
顏
色

　

相
思
人
未
歸

　

日
暮
隄
上
立

渡　

邊　

南　

嶂　

先
生

　

春
眠
不
覺
曉

　

處
處
聞
啼
鳥

　

夜
來
風
雨
聲

　

花
落
知
多
少

条 幅 か な

浮　

乗　

清　

郷　

先
生

条 幅 参 考 手 本
　
　
　
　
　
　

八　

可　
　
　

所　

希　
　
　
　
　
　
　
　

足　
　
　

引　
　

農（
や
）萬　
　

多　

幾　
　
　

勢　
　
　

万　

斜　
　
　

奈　

利

降ふ

る
雪ゆ
き

は
か
つ
ぞ
消け

ぬ
ら
し
あ
し
ひ
き
の
山や
ま

の
た
ぎ
つ
瀬せ

音お
と

ま
さ
る
な
り
（
読
人
し
ら
ず
）



―
10
―

―
10
―

（２月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

高た
か

砂さ
ご

の
尾お
の
え上
の
鹿
の
鳴な

か
ぬ
日ひ

も
つ
も
り
は
て
ぬ
る
松ま
つ

の
白し
ら

雪ゆ
き

（
藤
原
家
隆
）

多
可
斜（
ご
）　　
　
　
　
　

  （
し
）可
濃　

奈　

可　
　
　
　
　
　
　
　

 　

母　

利　

八　

帝

半紙かな（１級以下）

若

月

久
美
子

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

枯か

れ
は
て
し
も
の
に
あ
る
日ひ

の
や
す
ら
か
に
（
長
谷
川
素
逝
）

　
　

 

連　

者　
　
　
　
　

裳　
　
　

耳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

二

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）



― 11 ―― 11 ―

実 用 文

主

幹

菅

野

翠

濤

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（２月 10 日締切）

直
江
兼
続
の
詩
「
天
正
七
年
歳
旦
」
よ
り



― 12 ―― 12 ―

細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P31

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（２月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）



― 13 ―― 13 ―

（２月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
上
希
ま
す
…
新
年
…
皆
…
…
御
清
福
・
御
健
祥
…
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

辺

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部　

名　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

  

支
部　

名　
　
　

段
級　
　
　
　

 

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

 

名　
　
　

前

小６用

（2月 10 日締切）



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

 
名　
　
  

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　
　

段
級　
　
　

名　

  　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部 

名　
　
　

  
段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（2月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1 ～小 3　　齊　　藤　　翡　　流　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4 ～小 6　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（2月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

令
和
7
年
学
生
課
題
3
月
10
日
締
切

3 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
来
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
（
源
宗
于
）

か
な
条
幅
規
定　

す
み
の
江
の
松
の
み
ど
り
も
紫
の
色
に
て
か
く
る
岸
の
ふ
ぢ
な
み
（
読
人
し
ら
ず
）

Ｂ
部
条
幅
規
定　

之
蘭
亭
脩
禊
事
也
群
賢
畢
至
少
長
咸
集
此
地
有

Ａ
部
条
幅
規
定　

玄
風
於
垩
世
聞
至
衜
於
先
師
仰
彼
高
山
願
宣
盛

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

花
の
さ
く　

木
は
い
そ
が
し
き
二
月
哉
（
各
務
支
考
）

実
用
文　

�

筆
の
使
い
方
、
形
の
と
り
方
、
紙
面
の
処
理
方
は
造
型
に
視
覚
的
な
合
理
性
を
あ
た
え
る
基
礎

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
こ
そ
が
詮
索
に
は
努
力
を
…

一
般
硬
筆
初
段
以
上　

�

年
ヽヽ
歳
ヽヽ
花
相
似
た
り
、
歳
ヽヽ
年
ヽヽ
人
同
じ
か
ら
ず
…
。
年
ご
と
に
咲
く
花
の
姿

は
同
じ
だ
が
眺
め
る
人
の
姿
は
変
わ
っ
て
い
る
。

一
般
硬
筆
一
級
以
下　

�

節
分
の
豆
ま
き
は
、
冬
の
寒
気
や
疫
病
の
象
徴
の
「
鬼
」
を
追
い
払
う
行
事
で
す
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

世
宗
廓
土

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

飲
食
不
貢
獻

（2月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

小
一
毛
筆　

み
か
ん

小
一
硬
筆　

ま
っ
し
ろ
い
ゆ
き
が
そ
ら
か
ら
ふ
っ
て
き
た
。

小
二
硬
筆　

二
月
は
一
ね
ん
で
、
も
っ
と
も
さ
む
い
月
で
す
。

小
二
毛
筆　

ダ
イ
ヤ

小
三
硬
筆　

山
か
ら
、
黒
い
く
も
が
空
に
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
。

小
三
毛
筆　

か
け
足

小
四
硬
筆　

自
分
が
い
や
と
思
う
こ
と
は
人
に
も
し
な
い
。

小
四
毛
筆　

雪
げ
し
き

小
五
硬
筆　

節
分
の
日
を
さ
か
い
に
、
冬
か
ら
春
に
な
り
ま
す
。

小
五
毛
筆　

お
別
れ
会

小
六
硬
筆　

北
国
で
は
二
月
に
な
っ
て
も
雪
の
降
る
日
も
あ
る
。

小
六
毛
筆　

残
雪
の
谷

中
一
硬
筆　

も
う
す
ぐ
鳥
歌
い
、
花
咲
き
乱
れ
る
春
が
訪
れ
る
。

中
一
毛
筆　

今
週
の
予
定

中
二
硬
筆　

行
書
は
書
写
に
適
し
、
作
品
に
も
多
く
書
か
れ
る
。

中
二
毛
筆　

四
季
の
変
化

中
三
硬
筆　

自
主
的
な
判
断
や
創
造
的
な
意
見
を
育
て
た
い
。

中
三
毛
筆　

卒
業
を
祝
う

中
学
部
か
な　

夕
わ
か
れ
す
る
子
供
ら
に
山
の
雪

小
学
部
小
筆　

梅
か
お
る　

春
の
夜




